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1. 2020年3月期の連結業績（2019年4月1日～2020年3月31日）

2018年12月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合とする株式分割を実施いたしました。「１株当たり当期純利益」は、前連結会計年度の期首に
当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期 146,931 1.2 7,239 1.2 7,121 0.7 5,485 27.0
2019年3月期 145,160 1.9 7,154 12.0 7,071 14.3 4,317 11.1

（注）包括利益 2020年3月期  4,591百万円 （19.0％） 2019年3月期  3,859百万円 （△5.6％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2020年3月期 431.92 ― 12.0 6.2 4.9
2019年3月期 339.96 ― 10.3 6.7 4.9

（参考） 持分法投資損益 2020年3月期 ―百万円 2019年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期 120,037 47,679 39.7 3,754.21
2019年3月期 109,532 43,622 39.8 3,434.68

（参考） 自己資本 2020年3月期 47,679百万円 2019年3月期 43,622百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2020年3月期 12,158 △11,215 3,109 22,025
2019年3月期 5,248 △6,233 1,258 17,984

2. 配当の状況

2018年12月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合とする株式分割を実施いたしました。2019年３月期第２四半期末については、当該株式分割
前の実際の配当金の額を記載しております。また、2019年３月期の年間配当金の合計については単純合計ができないため、「－」としております。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2019年3月期 ― 40.00 ― 20.00 ― 508 11.8 1.2
2020年3月期 ― 22.00 ― 22.00 44.00 558 10.2 1.2
2021年3月期(予想) ― 22.00 ― 22.00 44.00 11.4

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

2021年３月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 平成30年３月30日）等を適用予定であり、当該基準に基づいた予想値となって
おります。このため、当該基準適用前の2020年３月期の売上高の実績値に対する増減率は記載しておりません。当該基準適用後の通期増減率につきまして
は、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 57,000 ― 3,850 △6.7 3,800 △4.8 2,600 △31.7 204.72
通期 112,000 ― 7,200 △0.5 7,100 △0.3 4,900 △10.7 385.82



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

2018年12月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合とする株式分割を実施いたしました。発行済株式数（普通株式）は、前連結会計年度の
期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期 13,954,234 株 2019年3月期 13,954,234 株
② 期末自己株式数 2020年3月期 1,253,864 株 2019年3月期 1,253,750 株
③ 期中平均株式数 2020年3月期 12,700,446 株 2019年3月期 12,700,685 株

（参考）個別業績の概要 

2020年3月期の個別業績（2019年4月1日～2020年3月31日） 

2018年12月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合とする株式分割を実施いたしました。「１株当たり当期純利益」は、前事業年度の期首に当該
株式分割が行われたと仮定して算定しております。 

(2) 個別財政状態 

2018年12月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合とする株式分割を実施いたしました。「１株当たり純資産」は、前事業年度の期首に当該株式
分割が行われたと仮定して算定しております。  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期 130,042 3.7 6,606 △6.8 6,496 △8.6 5,347 31.9
2019年3月期 125,431 1.4 7,088 8.8 7,108 11.8 4,054 15.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2020年3月期 421.04 ―
2019年3月期 319.21 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期 98,322 44,042 44.8 3,467.78
2019年3月期 92,076 40,038 43.5 3,152.54

（参考） 自己資本 2020年3月期 44,042百万円 2019年3月期 40,038百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報及び合理的と判断される前提に基づくものであり、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今後様々な要因によって異なる場合があります。上記業績予想に関する事項に
つきましては、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご参照ください。 
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１．経営成績等の概ἣ

（１）当期の経営成績の概ἣ

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益ࡸ㞠用・所得環境の改ၿが続くなࡸ⦅、かな回
基調で᥎移したものの、⡿中㈠᫆ᦶ᧿なによる海外経済の動ྥに加え、新ᆺࢥロナ࢘ルスឤᰁ
のୡ⏺的なឤᰁᣑに伴う影響が῝้化しており、ඛ行きについてはᴟめて不㏱明な≧ἣとなりま
した。
食品業⏺におきましても、人件費ࡸ物流費の上᪼に加え、ࣛフスࢱルの変化に伴う消費行動の

ከᵝ化、市場構造の変化への対応がồめられるなཝしい経営環境が続くとともに、新ᆺࢥロナ࢘
ルスឤᰁの影響により、将来への不Ᏻを⫼ᬒとしたお客ᵝの⠇約ᚿྥの更なる高まりが定される
な、ඛ行き不㏱明な≧ἣとなりました。
このような≧ἣのなかで、当社及び連結子会社（以下、「当社グループ」といいます。）は、企業

理ᛕ・ビジࣙンのもと、中期経営計画に基づき、スࣃスとࣁーブを᰾とした事業活動を᥎進してま
いりました。
おいしさの㏣ồはもちࢁんのこと、高い品㉁と新たな価値を出し、お客ᵝのࡸかなᬽらしに役

立つ製品を生み出すため、お客ᵝどⅬでの製品施⟇ࡸ、これを実現するための生産体ไの整備を進め
るとともに、全社一体となったマーࢣテング活動に取り組ࡴことで売上高と利益のᣑを目指して
まいりました。
以上の結果､当連結会計年度の売上高は前期ẚ17億71百万円増の1,469億31百万円（前期ẚ1.2㸣増）

となりました。利益㠃につきましては、販売促進費は増加しましたものの、✚ᴟ的なプロࣔーシࣙン
活動により食料品事業の売上高が増加したことに加え、引き続き原価低減にດめたことなから、営
業利益は前期ẚ84百万円増の72億39百万円（同1.2㸣増）､経常利益は前期ẚ50百万円増の71億21百万
円（同0.7㸣増）となりました。
また、減損損失の計上が前期とẚ㍑し減少したことなから、親会社株主に帰属する当期純利益は

前期ẚ11億67百万円増の54億85百万円（同27.0㸣増）となりました。

　セグメント別・製品༊分別の≧ἣは、以下の通りであります。
　なお、各セグメントの売上高は、セグメント間内部売上高消去後の数値を記載しております。

(1) 食料品事業
㸺香辛調味料㸼がきくఙ長いたしますとともに、㸺スࣃス㸤ࣁーブ㸼㸺ンスࢱント食品そ

の他㸼も㡰調に᥎移いたしましたことから､売上高は前期ẚ45億57百万円増の1,308億55百万円（同
3.6㸣増）となりました。なお､セグメント利益（営業利益）は前期ẚ３億76百万円減の73億㸷百万
円（同4.9㸣減）となりました。

㸺スࣃス㸤ࣁーブ㸼
ࢬートリーシーࣃレスが「マࣃングスࢽࢬスに加え、シーࣃップが㇏ᐩなὒ㢼スンࣛ

により、引き続きఙ長いたしました。また、純のᐤ与な「ルトࢯࢡマジッ」ࡸࢬング」シリーࢽ
カレーࢥࡸシࣙーもሀ調に᥎移いたしました。

以上の結果、売上高は前期ẚ５億55百万円増の265億89百万円となりました。

㸺即席㸼
主力ブࣛンࢻの「ࢦールࢹンカレー」が引き続きሀ調に᥎移いたしますとともに、「ࢹナーカ

レー」も㹒㹔㹁㹋なのプロࣔーシࣙン活動によりఙ長いたしました。また、本年２月発売の「本
ᤂきカレー」もᐤ与いたしましたが、「とࢁける」シリーࢬが減少いたしました。

以上の結果、売上高は前期ẚ１億53百万円増の344億60百万円となりました。

㸺香辛調味料㸼
チューブ製品は、引き続きおᚨ用ࢱプがきくఙ長いたしますとともに、「本生」シリーࢬも

㡰調に᥎移いたしました。また、年３月発売の「きࡊみねࡂሷ」もᐤ与いたしました。中⳹調味
料の「ᮤ㘊記」ブࣛンࢻ製品は、࢜スࢱーࢯースなの基礎調味料が㡰調に᥎移いたしました。

以上の結果、売上高は前期ẚ24億66百万円増の385億33百万円となりました。

㸺ンスࢱント食品その他㸼
レトルト製品は、「⚄田カレーグࣛンプリ」シリーࡸࢬ「カレー᭙日」ながሀ調に᥎移いたし

ました。ࣃスࢯࢱースは、「まࡐるࡔけのスࢤࣃッテࢯース」シリーࢬが㡰調に᥎移いたします
とともに、年３月発売の「サࣦࣃ⨁スࢯࢱース」シリーࢬもᐤ与いたしました。

以上の結果、売上高は前期ẚ13億82百万円増の312億71百万円となりました。

(2) 調理済食品
調理麺がዲ調に᥎移したものの､ࣃンなが減少したことに加え､当期の第２ᅄ༙期に一部工場を

事業譲渡いたしましたことから、売上高は前期ẚ27億86百万円減の160億75百万円(同14.8㸣減）と
なりました。なお、セグメント損失（営業損失）は１億11百万円（前期はセグメント損失５億72百
万円）となりました。
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（２）当期の財政≧ែの概ἣ

　資産は、前連結会計年度末とẚ㍑して105億５百万円増加し、1,200億37百万円となりました。これ
は主に、有形固定資産の増加77億27百万円ながあったことによるものであります。
　負債は、前連結会計年度末とẚ㍑して64億47百万円増加し､723億57百万円となりました。これは主
に､借入金の増加39億14百万円､未払法人税等の増加14億74百万円ながあったことによるものであり
ます。
　純資産は、前連結会計年度末とẚ㍑して40億57百万円増加し､476億79百万円となりました。これは
主に､利益剰余金の増加49億52百万円ながあったことによるものであります。この結果､自己資本ẚ
⋡は39.7㸣となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概ἣ

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」といいます。）は、投資活動により
減少したものの営業活動及び財務活動により増加し､前連結会計年度末にẚ40億40百万円増加して､
当連結会計年度末には220億25百万円となりました。
当連結会計年度における各キャッシュ・フローの≧ἣとそれらの要ᅉは、次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
営業活動の結果⋓得した資金は、121億58百万円となりました。これは主に､税金等調整前当期純

利益72億20百万円、減価償却費38億㸷百万円ながあったことによるものであります。
前期とẚ㍑して⋓得資金は69億㸷百万円増加いたしましたが、この要ᅉは主に、売上債権の減少

による資金の増加（47億71百万円）､法人税等の支払額の減少による資金の増加(19億90百万円）に
よる影響であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
投資活動の結果用した資金は、112億15百万円となりました。これは主に､有形固定資産の取得

による支出114億57百万円ながあったことによるものであります。
前期とẚ㍑して用資金は49億82百万円増加いたしましたが、この要ᅉは主に、有形固定資産の

取得による支出の増加（49億10百万円）による影響であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
財務活動の結果⋓得した資金は、31億㸷百万円となりました。これは主に、配当金の支払額５億

32百万円ながあったものの、借入金の借入・返済に伴う差引収入額39億14百万円ながあったこ
とによるものであります。

前期とẚ㍑して⋓得資金は18億50百万円増加いたしましたが､この要ᅉは主に､借入金の借入・返
済に伴う差引収入額の増加（18億67百万円）による影響であります。

（参⪃）キャッシュ・フロー関連指ᶆの᥎移

2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期

自己資本ẚ⋡(㸣) 35.0  39.1  39.8  39.7  

時価ベースの自己資本ẚ⋡(㸣) 36.4  71.2  48.3  43.4  

キャッシュ・フロー対有利子負債ẚ⋡(㸣) 411.5  946.5  598.9  290.0  

(ಸ)࢜レスト・カバレッジ・レシࢱン 15.1  5.7  10.5  24.4  

　自己資本ẚ⋡：自己資本㸭総資産
　時価ベースの自己資本ẚ⋡：株式時価総額㸭総資産
　キャッシュ・フロー対有利子負債ẚ⋡：有利子負債㸭キャッシュ・フロー
キャッシュ・フロー㸭利払い：࢜レスト・カバレッジ・レシࢱン　
　（注１）いࡎれも連結ベースの財務数値により計算しております。
　（注２）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。
　（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。
　（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全
　　　　　ての負債を対象としております。
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（４）後の見通し

後の経済環境につきましては、新ᆺࢥロナ࢘ルスឤᰁのឤᰁ動ྥが、国内のみならࡎ海外の
経済・社会活動にきな影響を及ࡰしており、更にཝしさを増していくものと予されます。
食品業⏺におきましても、新ᆺࢥロナ࢘ルスឤᰁの動ྥが、消費行動ࡸ市場構造に影響を及ࡰ

すと予され、ඛ行きへの不Ᏻによるお客ᵝの⠇約ᚿྥの高まりࡸ、それによる要ᮃከᵝ化、またᏳ
全・Ᏻᚰに対する取組みがよりᙉくồめられるものとᛮわれます。
なお、当社グループでは新ᆺࢥロナ࢘ルスឤᰁのឤᰁᣑに伴う対応につきまして対⟇本部を

設置し、ឤᰁ予㜵・ᣑ㜵Ṇにྥけ対⟇をᚭᗏするとともに、ᚑ業員のᏳ全☜保を᭱ඃඛとした対応
を進めております。また、生産・物流の現場におきましては、⾨生管理とឤᰁリスࢡの対⟇をᚭᗏの
上、製品のᏳ定的な生産・供給にດめております。
販売㠃への影響につきましては、新ᆺࢥロナ࢘ルスឤᰁのឤᰁ動ྥに伴い、後も外出等が減

少した場合、ᐙᗞ内での食事が増えることによりᐙᗞ用製品の増加が見込まれる一方で、業務用製品
においては減少が見込まれます。
このような≧ἣの中で、2021年３月期の連結業績予につきましては、現時Ⅼにおいて後の新ᆺ

息時期୪びに影響金額を適正に算定することはᅔ㞴であります⤊ࡸルスឤᰁのឤᰁ動ྥ࢘ロナࢥ
ものの、新ᆺࢥロナ࢘ルスឤᰁのឤᰁᣑ下においてもᏳ定的な製品の生産・供給が可能である
こと、୪びに販売㠃への影響が一定⛬度の⠊ᅖに収まることを前提に算出しております。
売上高につきましては、食料品事業を中ᚰに引き続きᣑにດめてまいります。しかしながら、当

期に調理済食品の一部工場を譲渡したこと、また、2021年３月期の期首より「収益認識に関する会計
基準㺁（企業会計基準第29号　平成30年３月30日）等を適用することといたしましたことから、1,120
億円（会計基準適用後当期ẚ1.5㸣減）を見込んでおります。
利益㠃におきましても、当期に当社上田工場の新Ჷ建設なの設備投資があったことに伴う売上原

価⋡の上᪼が見込まれることなから、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益はそ
れࡒれ当連結会計年度とẚ㍑し減少を見込んでおります。
以上のことから､2021年３月期の連結業績予につきましては表記の通り、売上高1,120億円、営業

利益72億円（当期ẚ0.5㸣減)、経常利益71億円（同0.3㸣減)、親会社株主に帰属する当期純利益49億
円（同10.7㸣減）を見込んでおります。
なお、上記の連結業績予につきまして、後新ᆺࢥロナ࢘ルスឤᰁのឤᰁ動ྥによりⴭしい

変動が生ࡌた場合には、㏿ࡸかに開示するものといたします。

2021年３月期の連結業績予（2020年４月１日㹼2021年３月31日）

（注）増減⋡は2021年３月期予値と会計基準適用後の2020年３月期とのẚ㍑で算出しております。

2020年３月期
実績

2020年３月期
会計基準適用後

2021年３月期
予

増減⋡
（注）

    　　　  百万円      　　 　百万円      　　 　百万円 　　　　　㸣

146,931 113,688 112,000 △1.5 

7,239 7,239 7,200 △0.5 

7,121 7,121 7,100 △0.3 

5,485 5,485 4,900 △10.7 

 売上高

 営業利益

 経常利益

 親会社株主に帰属する
 当期純利益
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２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針
当社グループは、日ࠎの活動のᣐりこࢁとして、理ᛕとビジࣙンを掲げております。この理ᛕと

ビジࣙンのもと、ᚑ業員一人ࡦとりが同ࡌ方ྥにྥかって活動していくことで、組⧊力を高め、いか
なる環境においてもᣢ続的に成長し、社会に㈉⊩できる企業を目指しております。

・業理ᛕ
「⨾味ồ┿」
　お客ᵝに႐んでいたࡔくために､たࡦࡔたすら┿っすࡄに͆本物のおいしさ͇を㏣いồめます。

・企業理ᛕ
「食༟に、自↛としあわせを。」
　一）常に研究をᛰらࡎ、ព工ኵをこらして高い品㉁と新たな価値を出します。
　二）常にお客ᵝのどⅬで⪃え、ᚰから‶足していたࡔける製品を㏣ồします。
　三）常に自↛にឤㅰし、食༟から幸せな生活と㇏かな社会づくりに㈉⊩します。

・ビジࣙン
「ࠗ地のᜨみ スࣃス㸤ࣁーブ࠘の可能性を㏣ồし、
　　　おいしく、ࡸかで、明るい未来をカࢱチにします。」

後も、お客ᵝはもとより、株主、取引ඛ、地ᇦ社会、そしてᚑ業員を含め、すてのステー࣍ࢡ
ルࢲーのⓙᵝから信㢗され、㑅ࡤれる企業を目指して、㗦ព事業活動に取り組んでまいります。

（２）中長期的な会社の経営戦略
ከᵝ化・グローバル化が進ࡴなかで、ಶ人の生活ࢱࣃーンࡸႴዲもከ種ከᵝとなり、食に対するࢽ

ーࢬはより」㞧化・高度化していくものと定されます。当社グループは、香辛料のトップメーカー
として、これまでᇵってきたᢏ⾡力と開発力を活かすとともに、ࢥࢥンピࢱンスである「地のᜨみ
 スࣃス㸤ࣁーブ」を常に進化させ､お客ᵝどⅬでの研究開発ࡸ製品開発、マーࢣテング活動のᙉ
化に取り組んでまいります。そして、おいしさの㏣ồはもちࢁんのこと、高い品㉁と新たな価値を
出し続けていくことにより、おいしく、明るい未来をる企業を目指してまいります。
また、高㱋化が進ࡴなかで、ᗣにᐤ与する食品への関ᚰがますます高まっていくものとᛮわれま

す。スࣃスとࣁーブは、ኴྂより人間の生活にḞかせない活力源ࡸ生⸆として重宝されており、そ
の将来性がいに期ᚅされるとこࢁです。当社グループは、スࣃスとࣁーブのඃれた機能を⛉Ꮫ的
に解明し、それを活かした製品をおᒆけすることにより、ࡸかで、明るい未来をる企業を目指し
てまいります。
2020年３月期までの第１次中期経営計画におきましては､基本方針㺀ࠗ地のᜨみ スࣃス㸤ࣁーブ࠘

の可能性を㏣ồし、ࢥࢥンピࢱンスの進化をᅗる。」のもと、スࣃスとࣁーブに関する事業のᣑ
ࡸ、将来のᰕとなる製品の開発・生産・販売体ไのᙉ化なに取り組んでまいりました。
2020年４月より開ጞいたしました第２次中期経営計画におきましては、スࣃスとࣁーブに関する

事業を通ࡌて、お客ᵝの㇏かでࡸかなᬽらしに㈉⊩するとともに、「地のᜨみ」を事業の᰾とする
企業として、社会ㄢ㢟の解決にも取り組んでまいります。
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（３）目ᶆとする経営指ᶆ
社会環境ࡸ経営環境がきく変化するなかで、ᣢ続的な成長と企業価値のྥ上のため、収益力を高

めるとともに、財務体㉁のᙉ化と経営の効⋡化をᅗってまいります。経営指ᶆといたしましては、売
上高営業利益⋡、自己資本ẚ⋡及び㹐㹍㹃のྥ上を重どしてまいります。

第２次中期経営計画の᭱⤊年である2023年３月期の目ᶆ値は、以下の通りであります。
売上高　　　　　　1,190億円
営業利益　　　　　 　85億円
売上高営業利益⋡　　  7.1㸣
㹐㹍㹃　　　　　　　  9.4㸣
(注)当社は、2021年３月期の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号
  　平成30年３月30日）等を適用予定であり、当該基準に基づいた目ᶆ値となっております。

（４）会社の対処すきㄢ㢟
当社グループといたしましては、「（２）中長期的な会社の経営戦略」に記載しております中期経

営計画の施⟇に取り組ࡴことで、さまࡊまな環境変化ࡸ、お客ᵝのࢽーࢬの変化に対応した価値ある
製品をおᒆけしてまいります。そして、理ᛕとビジࣙンの実現にྥけて、当社グループのᙉみをさら
にఙࡤし､ブࣛンࢻ価値を高めていくなかで、さらなる企業価値のྥ上にດめてまいります。

また､ୡ⏺的なẼ候変動ࡸ国内の人口減少・高㱋化な､社会環境がきく変化を続けるなかで、企
業ࡸ製品にồめられるものは、これまで以上にከᒱにわたってきております。当社グループでは、社
会に価値を提供する企業として永続的に存在し、成長し続けるために取り組ࡴ社会ㄢ㢟の目ᶆを「࢚
スビー食品࣑ッシࣙン」として掲げております。

－環境負Ⲵの低減
－社会・環境に配៖した商品の提供
－グループ全体の社会・環境マネジメントᙉ化
－Ᏻ全・Ᏻᚰへの取組みᙉ化
－地ᇦ流・国㝿流の᥎進
の᥎進バーシテࢲ－

この「࢚スビー食品࣑ッシࣙン」のもと、㹃㹑㹅（環境・社会・ガバナンス）ࡸ㹑㹂㹅㹱（ᣢ続可
能な開発目ᶆ）の⪃え方も取り入れながら、事業を通ࡌて社会ㄢ㢟の解決にᐤ与することを目指し、
さまࡊまな活動に継続して取り組んでまいります。ࢲバーシテ・マネジメントにつきましても、
ワーࢡスࢱル変㠉の᥎進なにより、ከᵝな人材が主体性をᣢって活㌍できる環境の整備にດめて
まいります。

ッシࣙン࣑スビー食品࢚・

第２次中期経営計画（2021年３月期㹼2023年３月期）

・海外事業のᣑ

・新つチャネル（㹃㹁事業な）ࡸ新つ事業の開ᣅ

お客ᵝのしあわせە

スࣃスとࣁーブに関する製品を通ࡌて、

お客ᵝのᗣでしあわせな生活に㈉⊩する。

のしあわせࠎ未来の人ە

地⌫環境保全に取り組ࡴとともに、

事業を通ࡌて㹑㹂㹅㹱の達成にᐤ与する。

ᚑ業員のしあわせە

ከᵝな人材が、主体的な理をᣢって

活㌍できる環境を作る。

価値ある

製品の提供

成長分野への投資

重Ⅼ戦略

・スࣃスとࣁーブに関する事業のさらなるᣑ

・ᗣッồᆺ製品、高付加価値製品のᙉ化

「地のᜨみ スࣃス㸤ࣁーブ」を

、ンスとした事業を᥎進するとともにࢱンピࢥࢥ

ᣢ続可能な企業と社会の実現を目指す。

基本方針 重Ⅼ施⟇

の᥎進バーシテࢲ・

・ᚑ業員のᗣ᥎進

生産性のྥ上

ാきがいのある

職場づくり

・新ᢏ⾡（㸿㹇、㹇㹭㹒な）の活用による効⋡化

・成長分野への人材の再配置

・製品を通ࡌたࡸかな生活への㈉⊩

地⌫環境保全への

取組み

事業を通ࡌた

社会㈉⊩

・ᣢ続可能な調達の᥎進

・環境負Ⲵの低減（&2、ᗫᲠ物、Ỉ用㔞の๐減）
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第２次中期経営計画における非財務目ᶆは、以下の通りであります。
・ᣢ続可能な調達に関する࣑ࢥットメント

－主要香辛料のᣢ続可能な調達（2030年を目ᶆに）
－当社グループの全製品に用しているࣃー࣒Ἔを100㸣㹐㹑㹎㹍認証Ἔに切り替え
　（2023年までに）
－当社グループのカレーなのル࢘製品、レトルトおよびチューブ入り香辛料のࣃッࢣージに
　用している⣬を100㸣㹄㹑㹁認証⣬に切り替え（2023年までに）　　
ᣢ続可能な調達に関する࣑ࢥットメントのヲ⣽につきましては、当社࣍ー࣒ページをごぴくࡔさ
い。（85/　KWWSs:��ZZZ.sEIRRGs.FR.MS�FRPSDQ\�sXsWDLQDELOLW\�sGJs�）

の᥎進バーシテࢲ・
－ዪ性管理職ẚ⋡　20㸣（当社、2023年までに）
－平均総実ປാ時間　1,800時間（当社、2023年までに）

・ᚑ業員のᗣ᥎進
－メ࣎ࢱリッࢡシンࢻロー࣒非該当者⋡　85㸣（当社、2023年までに）
－非ႚ↮⋡　81㸣（当社、2023年までに）

☜レート・ガバナンスにつきましては、執行役員ไ度のもと、取締役と執行役員の役割を明࣏ーࢥ
にすることで、ពᛮ決定と業務執行のスピーࢻップをᅗり、経営環境の変化に㎿㏿かつ的☜に対応
いたしますとともに、取締役会の実効性を高めるための取組みを継続して進めてまいります。また、
当社グループ全体の内部⤫ไの充実をᅗるとともに、企業活動を取りᕳくさまࡊまなリスࢡに対する
管理体ไをᙉ化してまいります。
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３．会計基準の㑅ᢥに関する基本的な⪃え方

当社グループは、連結財務諸表の期間ẚ㍑可能性及び企業間のẚ㍑可能性を⪃៖し、日本基準で連
結財務諸表を作成しております。
なお、国㝿会計基準の適用につきましては、国内外の諸情ໃを⪃៖の上、適切に対応していく方針

であります。



４．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,007 23,050

受取手形及び売掛金 28,431 27,027

商品及び製品 6,847 6,483

仕掛品 1,883 2,177

原材料及び貯蔵品 5,800 6,027

短期貸付金 － 250

その他 944 1,434

貸倒引当金 △0 △250

流動資産合計 62,915 66,201

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 34,485 40,437

減価償却累計額 △22,744 △22,673

建物及び構築物（純額） 11,740 17,763

機械装置及び運搬具 34,412 35,341

減価償却累計額 △27,857 △24,187

機械装置及び運搬具（純額） 6,555 11,153

工具、器具及び備品 5,582 6,100

減価償却累計額 △4,186 △4,620

工具、器具及び備品（純額） 1,396 1,480

土地 8,831 9,808

リース資産 1,353 1,387

減価償却累計額 △909 △706

リース資産（純額） 444 680

建設仮勘定 4,636 445

有形固定資産合計 33,604 41,331

無形固定資産 847 884

投資その他の資産

投資有価証券 6,785 5,608

長期貸付金 400 401

繰延税金資産 1,842 2,400

その他 3,556 3,630

貸倒引当金 △420 △420

投資その他の資産合計 12,165 11,620

固定資産合計 46,616 53,836

資産合計 109,532 120,037
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,266 11,428

短期借入金 21,119 17,871

リース債務 268 237

未払金 10,854 11,409

未払法人税等 48 1,523

賞与引当金 1,253 1,332

資産除去債務 1 45

その他 3,522 3,906

流動負債合計 47,334 47,754

固定負債

長期借入金 9,391 16,554

リース債務 651 599

繰延税金負債 11 －

再評価に係る繰延税金負債 1,109 1,109

債務保証損失引当金 805 172

退職給付に係る負債 6,330 5,992

資産除去債務 186 117

その他 89 57

固定負債合計 18,575 24,603

負債合計 65,910 72,357

純資産の部

株主資本

資本金 1,744 1,744

資本剰余金 5,337 5,337

利益剰余金 36,677 41,629

自己株式 △2,931 △2,931

株主資本合計 40,827 45,779

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,189 1,366

土地再評価差額金 862 862

為替換算調整勘定 14 1

退職給付に係る調整累計額 △272 △330

その他の包括利益累計額合計 2,794 1,900

純資産合計 43,622 47,679

負債純資産合計 109,532 120,037
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

売上高 145,160 146,931

売上原価 83,133 82,143

売上総利益 62,026 64,788

販売費及び一般管理費

販売促進費 32,843 34,769

広告宣伝費 4,845 4,730

給料及び手当 4,021 4,115

賞与引当金繰入額 588 654

退職給付費用 436 434

減価償却費 696 837

その他 11,439 12,007

販売費及び一般管理費合計 54,872 57,549

営業利益 7,154 7,239

営業外収益

受取利息 3 6

受取配当金 176 192

不動産賃貸料 41 41

貸倒引当金戻入額 94 0

為替差益 21 －

金利スワップ評価益 － 70

その他 186 166

営業外収益合計 524 477

営業外費用

支払利息 501 500

為替差損 － 11

金利スワップ評価損 70 －

その他 35 82

営業外費用合計 607 594

経常利益 7,071 7,121

特別利益

貸倒引当金戻入額 805 －

債務保証損失引当金戻入額 － 633

補助金収入 － 528

事業譲渡益 － 473

関係会社清算益 193 －

その他 191 98

特別利益合計 1,189 1,734

特別損失

固定資産除却損 180 673

固定資産圧縮損 － 506

減損損失 1,675 298

債務保証損失引当金繰入額 805 －

その他 221 156

特別損失合計 2,882 1,635

税金等調整前当期純利益 5,378 7,220

法人税、住民税及び事業税 1,064 1,932

法人税等調整額 △3 △197

法人税等合計 1,060 1,734

当期純利益 4,317 5,485

親会社株主に帰属する当期純利益 4,317 5,485
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（連結包括利益計算書）

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当期純利益 4,317 5,485

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △526 △823

為替換算調整勘定 26 △12

退職給付に係る調整額 42 △57

その他の包括利益合計 △457 △893

包括利益 3,859 4,591

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 3,859 4,591

非支配株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自2018年４月１日 至2019年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,744 5,337 32,862 △2,929 37,015

当期変動額

剰余金の配当 △508 △508

親会社株主に帰属する

当期純利益
4,317 4,317

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 － －

土地再評価差額金の

取崩
4 4

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 3,814 △1 3,812

当期末残高 1,744 5,337 36,677 △2,931 40,827

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金 為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 2,716 867 △11 △314 3,257 40,272

当期変動額

剰余金の配当 △508

親会社株主に帰属する

当期純利益
4,317

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 －

土地再評価差額金の

取崩
4

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△526 △4 26 42 △462 △462

当期変動額合計 △526 △4 26 42 △462 3,349

当期末残高 2,189 862 14 △272 2,794 43,622
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当連結会計年度（自2019年４月１日 至2020年３月31日）

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 1,744 5,337 36,677 △2,931 40,827

当期変動額

剰余金の配当 △533 △533

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,485 5,485

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 0 0 0

土地再評価差額金の

取崩
0 0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 － 0 4,952 △0 4,951

当期末残高 1,744 5,337 41,629 △2,931 45,779

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
土地再評価差額金 為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 2,189 862 14 △272 2,794 43,622

当期変動額

剰余金の配当 △533

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,485

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 0

土地再評価差額金の

取崩
0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△823 △0 △12 △57 △894 △894

当期変動額合計 △823 △0 △12 △57 △894 4,057

当期末残高 1,366 862 1 △330 1,900 47,679
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 5,378 7,220

減価償却費 3,442 3,809

減損損失 1,675 298

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,098 249

賞与引当金の増減額（△は減少） 57 79

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） 805 △633

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △207 △421

受取利息及び受取配当金 △179 △198

支払利息 501 500

固定資産除却損 180 673

固定資産圧縮損 － 506

補助金収入 － △528

事業譲渡益 － △473

売上債権の増減額（△は増加） △3,367 1,403

たな卸資産の増減額（△は増加） △930 △156

その他の資産の増減額（△は増加） 292 △596

固定化営業債権の増減額（△は増加） 3,837 －

仕入債務の増減額（△は減少） 245 1,162

その他の負債の増減額（△は減少） 321 68

その他 128 17

小計 8,081 12,982

利息及び配当金の受取額 179 198

利息の支払額 △498 △499

法人税等の支払額 △2,514 △524

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,248 12,158

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △29 △1,015

定期預金の払戻による収入 1,027 1,013

有形固定資産の取得による支出 △6,546 △11,457

有形固定資産の売却による収入 16 23

無形固定資産の取得による支出 △317 △296

投資有価証券の取得による支出 △28 △1

投資有価証券の売却による収入 123 5

短期貸付金の純増減額（△は増加） － △249

長期貸付けによる支出 △400 △2

補助金の受取額 － 528

その他 △79 235

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,233 △11,215

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,640 △1,890

長期借入れによる収入 6,190 11,183

長期借入金の返済による支出 △7,783 △5,378

配当金の支払額 △508 △532

その他 △279 △272

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,258 3,109

現金及び現金同等物に係る換算差額 27 △11

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 301 4,040

現金及び現金同等物の期首残高 17,682 17,984

現金及び現金同等物の期末残高 17,984 22,025
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（未適用の会計基準等）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　平成30年３月30日）

「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　平成30年３月30日）

(1) 概要

　　収益認識に関する包括的な会計基準であります。収益は、次の５つのステップを適用し認識

　されます。

　　ステップ１：顧客との契約を識別する。

　　ステップ２：契約における履行義務を識別する。

　　ステップ３：取引価格を算定する。

　　ステップ４：契約における履行義務に取引価格を配分する。

　　ステップ５：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する。

(2) 適用予定日

　　2021年３月期の期首より適用予定であります。

(3) 当該会計基準等の適用による影響

　　影響額は、当連結財務諸表の作成時において評価中であります。

（表示方法の変更）

（連結貸借対照表）

１．前連結会計年度において、独立掲記しておりました「長期未払金」は、金額の重要性が乏し

　くなったため、当連結会計年度において「固定負債」の「その他」に含めて表示しております。

　この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っており

　ます。

　　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において表示しておりました「長期未払金」36

　百万円は、「固定負債」の「その他」として組み替えております。

（連結損益計算書）

１．前連結会計年度において、独立掲記しておりました「投資有価証券売却益」は、特別利益の

　総額の100分の10以下となったため､当連結会計年度において「特別利益」の「その他」に含め

　て表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表

　の組替えを行っております。

　　この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において表示しておりました「投資有価証券売

　却益」94百万円は、「特別利益」の「その他」として組み替えております。

（連結キャッシュ・フロー計算書）

１．前連結会計年度において、独立掲記しておりました「投資有価証券売却損益（△は益）」は、

　金額の重要性により、当連結会計年度において「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「そ

　の他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の

　連結財務諸表の組替えを行っております。

　　この結果､前連結会計年度の連結キャッシュ･フロー計算書において表示しておりました「投

　資有価証券売却損益（△は益）」△94百万円は､「営業活動によるキャッシュ･フロー」の「そ

　の他」として組み替えております。

２．前連結会計年度において、独立掲記しておりました「自己株式の取得による支出」は、財務

　諸表の明瞭性を高めるため、当連結会計年度において「財務活動によるキャッシュ・フロー」

　の「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計

　年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　　この結果､前連結会計年度の連結キャッシュ･フロー計算書において表示しておりました「自

　己株式の取得による支出」△１百万円は、「財務活動によるキャッシュ･フロー」の「その他」

　として組み替えております。
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　（連結貸借対照表関係）

　　１. 非連結子会社及び関連会社項目

　　　 　

投資有価証券 318百万円 318百万円

　　２. 土地の再評価

　　　　当社は「土地の再評価に関する法律」（平成10年３月31日公布　法律第34号）及び「土地の再評

　　　価に関する法律の一部を改正する法律」（平成13年３月31日公布　法律第19号）に基づき、事業用

　　　土地の再評価を行い、「土地再評価差額金」を純資産の部に計上しております。

　　　　再評価の方法

　　　　　「土地の再評価に関する法律施行令」（平成10年３月31日公布 政令第119号）第２条第３号及

　　　　　び第４号に定める方法により算出しております。

　　　　再評価を行った年月日

　　　　　2002年３月31日

　

再評価を行った土地の期末における

時価と再評価後の帳簿価額との差額

　　３. 担保提供資産及び担保付債務

　　　　担保提供資産は次の通りであります。

　

建物及び構築物 480百万円 482百万円

土地 23百万円 23百万円

　合計 503百万円 506百万円

　　　　上記に対応する債務は次の通りであります。

　

短期借入金 365百万円 355百万円

長期借入金 310百万円 315百万円

675百万円 670百万円

　　４. 有形固定資産の圧縮記帳額

取得価額より控除した国庫補助金等の圧縮記帳額は次の通りであります。

　

建物及び構築物 2百万円 133百万円

機械装置及び運搬具 － 196百万円

土地 － 179百万円

　合計 2百万円 509百万円

前連結会計年度

（2019年３月31日）

当連結会計年度

（2020年３月31日）

前連結会計年度 当連結会計年度

（2019年３月31日） （2020年３月31日）

前連結会計年度 当連結会計年度

（2019年３月31日） （2020年３月31日）

△1,860百万円 △1,571百万円

（2019年３月31日） （2020年３月31日）

前連結会計年度 当連結会計年度

　合計

（2019年３月31日） （2020年３月31日）

当連結会計年度前連結会計年度
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　（連結損益計算書関係）

　　１．たな卸資産の帳簿価額の切下額

　　　　商品及び製品期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下げ後の金額であり、次のたな卸資産評

　　　価損が売上原価に含まれております。

　 前連結会計年度 　 当連結会計年度

　 98百万円 103百万円

　　２. 研究開発費の総額

　 前連結会計年度 　 当連結会計年度

1,023百万円 1,131百万円

　　３. 補助金収入

補助金収入528百万円は、連結子会社の工場移転に伴う設備投資等によるものであります。

　　４. 事業譲渡益

事業譲渡益473百万円は、連結子会社の保有する工場の譲渡により発生したものであります。

　　５. 固定資産除却損の内訳

　 前連結会計年度 　 当連結会計年度

建物及び構築物 55百万円 373百万円

機械装置及び運搬具 27百万円 284百万円

工具、器具及び備品 8百万円 0百万円

解体費用等 88百万円 15百万円

　合計 180百万円 673百万円

　　６. 固定資産圧縮損の内訳

固定資産圧縮損は、補助金収入を有形固定資産の取得価額から直接減額した価額であります。

　 前連結会計年度 　 当連結会計年度

建物及び構築物 － 131百万円

機械装置及び運搬具 － 196百万円

土地 － 179百万円

　合計 － 506百万円

　 （自　2018年４月１日
 　　至　2019年３月31日）

　 （自　2019年４月１日
 　　至　2020年３月31日）

　 （自　2018年４月１日
 　　至　2019年３月31日）

　 （自　2019年４月１日
 　　至　2020年３月31日）

 　　至　2019年３月31日）  　　至　2020年３月31日）

　 （自　2018年４月１日 　 （自　2019年４月１日
 　　至　2019年３月31日）  　　至　2020年３月31日）

　 （自　2018年４月１日 　 （自　2019年４月１日
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　　７. 減損損失

　　　　当社グループは、継続的に収支の把握がなされている単位を基礎として資産のグルーピングを行

　　　っております。

前連結会計年度（自2018年４月１日　至2019年３月31日）

現在の事業環境及び将来の収益見込み等を勘案した結果、回収可能価額が帳簿価額を下回ってい

　　　る連結子会社の保有する固定資産に関し、減損損失1,670百万円を計上しております。

また、当社グループが保有する固定資産について、地価の継続的な下落等により回収可能価額が

　　　帳簿価額を下回っている遊休資産に関し、減損損失５百万円を計上しております。その内訳は、以

　　　下の通りであります。

なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、土地については路線価等、その他の資

　　　産については処分見込価額から処分費用見込額を控除した額により評価しております。

当連結会計年度（自2019年４月１日　至2020年３月31日）

現在の事業環境及び将来の収益見込み等を勘案した結果、回収可能価額が帳簿価額を下回ってい

　　　る連結子会社の保有する固定資産に関し、減損損失295百万円を計上しております。

また、当社グループが保有する固定資産について、地価の継続的な下落等により回収可能価額が

　　　帳簿価額を下回っている遊休資産に関し、減損損失２百万円を計上しております。その内訳は、以

　　　下の通りであります。

なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、土地については路線価等、その他の資

　　　産については処分見込価額から処分費用見込額を控除した額により評価しております。

用途 場所 種類 減損損失

　建物及び構築物 589百万円

　機械装置及び運搬具 606百万円

　リース資産等 474百万円

 遊休資産  その他４件 　土地等 5百万円

1,675百万円合計

 工場  岩手県北上市

用途 場所 種類 減損損失

　建物及び構築物 29百万円

　機械装置及び運搬具 25百万円

　土地 240百万円

 遊休資産  その他３件 　土地等 2百万円

298百万円

 工場  静岡県焼津市

合計
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（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要
　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可
能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対
象となっているものであります。
　当社グループは、国内及び海外において事業活動を展開しており、製品・サービス別に戦略の立
案を行っております。
　したがいまして、当社グループは、製品・サービス別のセグメントから構成されており、「食料
品事業」、「調理済食品」の２つを報告セグメントとしております。
　「食料品事業」におきましては、各種香辛料、即席カレー、チューブ製品、レトルトカレー等の
製造・販売のほか、関連する原材料の調達を行っております。 また、「調理済食品」 におきまして
は、調理麺等の製造・販売を行っております。

２．報告セグメントの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法
　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会
計処理の方法と概ね同一であります。
　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
　セグメント間の内部収益及び振替高は、第三者間取引価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自2018年４月１日　至2019年３月31日） (単位:百万円)

食料品事業 調理済食品 計

 売上高
 　外部顧客への売上高 126,298 18,862 145,160        　 － 145,160 

　 セグメント間の内部
 　売上高又は振替高

126,298 18,862 145,160        　 － 145,160 
 セグメント利益又は
 損失（△）
 セグメント資産 78,131 4,211 82,343 27,188 109,532 
 その他の項目
　 減価償却費 2,844 598 3,442        　 － 3,442 

(注) １.調整額の内容は以下の通りであります。
(1) セグメント利益又は損失の調整額41百万円は、セグメント間取引消去41百万円であ
　　ります。
(2) セグメント資産の調整額27,188百万円には、セグメント間債権債務消去△４百万円、

 各報告セグメントに配分していない全社資産（運用資金等）27,193百万円が含まれ
 ております。

     ２.セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

報告セグメント
調整額

（注）１

連結
財務諸表
計上額

（注）２

       　 －        　 －        　 －        　 －           －

 計

7,685 △572 7,113 41 7,154 

   有形固定資産及び
   無形固定資産の増加額

7,896 507 8,404        　 － 8,404 
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当連結会計年度（自2019年４月１日　至2020年３月31日） (単位:百万円)

食料品事業 調理済食品 計

 売上高
 　外部顧客への売上高 130,855 16,075 146,931        　 － 146,931 

　 セグメント間の内部
 　売上高又は振替高

130,855 16,075 146,931        　 － 146,931 
 セグメント利益又は
 損失（△）
 セグメント資産 86,021 3,710 89,731 30,306 120,037 
 その他の項目
　 減価償却費 3,378 430 3,809        　 － 3,809 

(注) １.調整額の内容は以下の通りであります。
(1) セグメント利益又は損失の調整額41百万円は、セグメント間取引消去41百万円であ
　　ります。
(2) セグメント資産の調整額30,306百万円には、セグメント間債権債務消去△４百万円、

 各報告セグメントに配分していない全社資産（運用資金等）30,310百万円が含まれ
 ております。

     ２.セグメント利益又は損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

前連結会計年度（自2018年４月１日　至2019年３月31日）

 「調理済食品」セグメントにおいて、現在の事業環境及び将来の収益見込み等を勘案した結果､回収可
能価額が帳簿価額を下回っている岩手工場の保有する固定資産について､減損損失を計上いたしました。
なお、当該減損損失の計上額は、当連結会計年度においては16億70百万円であります。

当連結会計年度（自2019年４月１日　至2020年３月31日）

 「食料品事業」セグメントにおいて、現在の事業環境及び将来の収益見込み等を勘案した結果､回収可
能価額が帳簿価額を下回っている連結子会社の保有する固定資産について、減損損失を計上いたしまし
た。なお、当該減損損失の計上額は、当連結会計年度においては２億95百万円であります。

（１株当たり情報）

（注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し
　　ておりません。
２．2018年12月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合とする株式分割を実施
　　いたしました。１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額及び普通株式の期中平均
　　株式数は、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。

   有形固定資産及び
   無形固定資産の増加額

12,711 641 13,352        　 － 13,352 

 計

7,309 △111 7,197 41 7,239 

報告セグメント
調整額

（注）１

連結
財務諸表
計上額

（注）２

       　 －        　 －        　 －        　 －           －

親会社株主に帰属する当期純利益金額
（百万円）
普通株主に帰属しない金額（百万円）
普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益金額（百万円）
普通株式の期中平均株式数（千株） 12,700 12,700

　（自　2018年４月１日 　（自　2019年４月１日
　　至　2019年３月31日） 　　至　2020年３月31日）

－ －

4,317 5,485

4,317 5,485

前連結会計年度 当連結会計年度

１株当たり純資産額 円 円
１株当たり当期純利益金額 円 円

3,434.68 3,754.21

前連結会計年度 当連結会計年度
　（自　2018年４月１日 　（自　2019年４月１日
　　至　2019年３月31日） 　　至　2020年３月31日）

339.96 431.92
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（重要な後発事象）
　該当事項はありません。
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５．その他

（１）役員の異動（2020年３月４日開示済）

１．代表取締役の異動

該当事項はありません

２．取締役の異動

該当事項はありません

３．監査役の異動

該当事項はありません

４．執行役員の異動

(1)新任執行役員候補者

〔氏　名〕 〔現役職名〕

杉 田 雅 彦 営業グループ 上席マネージャー 東日本担当 
兼 東京支店長

渡 邊 泰一郎 開発生産グループ 上席マネージャー 供給部長

横 井 実 経営企画室長 兼 法務・ガバナンス室長

(2)退任予定執行役員

〔氏　名〕 〔現役職名〕

田 口 裕 司 常務取締役常務執行役員（常務執行役員兼務解消）

小 林 千 尋 上席執行役員 （参事就任予定）

谷 脇 一 知 上席執行役員 （参事就任予定）

小 野 俊 幸 上席執行役員 （参事就任予定）

土 居 永 二 執行役員 （参事就任予定）

５．就任予定日

2020年６月26日
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（２）異動後の新体ไ

㹙取締役㹛

代表取締役社長 小 形 ༤ 行 経営企画室担当

ᑓ 務 取 締 役  野 ዲ 生 管理サ࣏ートグループ担当

兼 ࢲバーシテ᥎進担当 兼 情報⤫括担当役員

常 務 取 締 役 ᓥ 田   開発生産グループ担当 兼 品㉁保証室担当

常 務 取 締 役 ụ ᮧ  ஓ マーࢣテング企画室担当 兼 海外事業部担当

常 務 取 締 役 田 口 裕 司 営業グループ担当 兼 ࣁーブ事業部担当

取 締 役 ᒣ ᓮ 明 裕

取 締 役 小 ᓥ  彦 開発生産グループ担当 兼 商品部長

社 外 取 締 役 谷 ಟ

社 外 取 締 役 広 ℩ ᬕ 子

㹙監査役㹛

常  監 査 役 す 㑦 正 ᩄ

社 外 監 査 役 ᒣ ᗣ 

社 外 監 査 役 ᯇ ᐙ ඖ

社 外 監 査 役 㬼 高 利 行

㹙執行役員㹛

常 務 執 行 役 員 ụ ᮧ  ஓ

執 行 役 員 小 ᓥ  彦

執 行 役 員  ▮ ⫕ リスࢡマネジメントጤ員会担当

執 行 役 員 㙊 田  明 ーブ事業部長ࣁ

執 行 役 員 ᘪ 部 重 明 海外事業部長

執 行 役 員 బ ➉ Ⰻ  開発生産グループ担当 兼 中ኸ研究所長

執 行 役 員 成 ἑ ᬛ ோ 営業グループす日本担当

執 行 役 員 ᆏ 本  彦 開発生産グループ担当 兼 上田工場長

執 行 役 員 ఀ ⸨ 重 義 営業グループᐙᗞ用担当

執 行 役 員  ஂ 㝧 子 開発生産グループ商品部担当

執 行 役 員 金 子 ຌ 営業グループ業務用担当

執 行 役 員 加  正 人 管理サ࣏ートグループ担当 兼 人事総務室長

執 行 役 員 ᒣ 㷂 ᓫ ᘯ 管理サ࣏ートグループ担当 兼 財経管理室長

執 行 役 員 杉 田 雅 彦 営業グループ東日本担当 兼 東京支店長

執 行 役 員 渡 邊 泰一郎 開発生産グループ担当 兼 供給部長

執 行 役 員 横 井 実 管理サ࣏ートグループ担当 兼 経営企画室長

兼 法務・ガバナンス室長




